
（48.2％）

源

財

存

依 自

（51.8％）

源

財

主

早期完売早期完売造成完了
平成29年度

決算認定

◆　監査委員審査意見　◆
◎改善点・要望点

①平成29年度一般会計繰越未納額は
8,161万円と昨年度より196万円増
加している。税務課内に徴収対策
室が設置されたが、その機能を果
たしていない。しっかりとした滞
納縮減に努めること。

②土地開発基金で取得した土地が活
用されておらず、基金運用を妨げ
ているので、有効な土地利用をさ
れたい。

◆　監査委員審査意見　◆
◎審査結果

①財政運営及び資金収支は効率的に
行われた。

②村税収入は伸びており、財政力指
数（0.733）も向上した。

③経常収支比率は、扶助費の増額に
より103.2％に上昇している。
（本来は75％以下が望ましい）

④財政計画の立案と経費削減を図り、
効率的な財政運営に努められたい。

村税
14億9,468万円
30.4％

繰入金
3億4,195万円
7.0％

繰越金
2億5,739万円
5.2％

その他
自主財源
4億5,021万円
9.1％

地方交付税
9億3,959万円
19.1％

国庫支出金
6億3,267万円
12.9％

村債（借入金）
2億6,370万円
5.4％

県支出金
1億8,995万円
3.9％

その他依存財源
3億4,426万円
7.0％

民生費
8億6,702万円
18.5％

総務費
8億5,213万円
18.1％

教育費
5億38万円
10.7％

衛生費
4億7,590万円
10.1％

公債費
3億5,238万円
7.5％

農林水産業費
1億7,936万円
3.8％

商工費
1億2,603万円 2.7％

消防費など
3億190万円　6.4％

議会費　8,131万円 1.7％

土木費
9億6,017万円
20.4％

賛成９ 反対２・ 造成完了
ときわ台南住宅 団地

歳出総額
46億9,658万円

歳入総額
49億1,440万円
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住宅建設が進むときわ台南団地

９月定例会

一般会計歳出
46億9,658万円
（前年度比10.8％増）

　
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
13
日
ま
で
の

10
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
教
育
長
の
選
任
同
意
１
件
、
教
育
委
員

の
選
任
同
意
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、
規
約
変
更
１
件
、
平
成

30
年
度
補
正
予
算
７
件
、
平
成
29
年
度
各
種
会
計
決
算
認
定
８

件
の
全
21
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

歳入決算額会　計　別 歳出決算額

特
別
会
計

 6億2,860万円

 3億 142万円

 5億6,212万円

3,764万円

5,236万円

 6億5,621万円

 2億3,495万円

 5億7,980万円

 2億9,646万円

 5億4,139万円

3,667万円

5,092万円

 5億9,934万円

 2億2,568万円

◎各種会計別決算◎

　
そ
の
ほ
か
健
全
化
判
断
比
率
並
び
に
資
金
不
足
比
率
の
状
況

に
つ
い
て
１
件
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
議
員
定
数
削
減
の
条
例
改
正
１
件
が
提
出
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
12
ペ
ー
ジ
か

ら
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

早期完売早期完売造成完了造成完了
ときわ台南住宅 団地

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢 者 医 療

宅 地 造 成 事 業

水 道 事 業

第178号（平成30年10月25日） おおひら議会だより （２）



建設中の誘致企業工場

県外からも利用客が訪れる万葉クリエートパーク

―

　
企
業
訪
問
の
た
め
の
旅
費
が

約
１
４
４
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
訳
は
。

―

　
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
や
38
社
の
県
外
企
業
を
訪
問
し

た
。

　
村
長
を
は
じ
め
職
員
が
、
新
規

の
企
業
訪
問
や
立
地
企
業
へ
の
増

設
の
働
き
か
け
を
実
施
し
て
い
る
。

　
29
年
度
は
好
調
な
電
気
関
係
会

社
を
集
中
的
に
訪
問
し
た
。

―

　
商
品
券
の
発
行
額
と
販
売
先

は
ど
こ
か
。

―

　
２
０
０
０
セ
ッ
ト
で
発
行
総

額
は
２
４
０
０
万
円
。
商
工
会
で

４
８
３
セ
ッ
ト
、
万
葉
お
お
ひ
ら

館
で
１
５
１
７
セ
ッ
ト
販
売
し
て

い
る
。

―

　
購
入
者
が
ど
こ
で
買
い
物
等

を
し
た
か
確
認
し
て
い
る
の
か
。

―

　
使
用
先
店
舗
ま
で
は
把
握
し

て
い
な
い
。

―

　
多
額
の
自
主
財
源
を
投
入
し

て
公
園
管
理
費
を
賄
っ
て
い
る
状

況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

―

　
公
園
の
利
用
者
は
、
推
計
だ

が
９
割
以
上
が
村
外
の
方
だ
と
思

わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

費
用
対
効
果
も
含
め
、
検
討
の
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

―
　
遊
具
の
使
用
料
や
駐
車
料
金

の
徴
収
な
ど
は
検
討
し
た
の
か
。

―

　
駐
車
料
金
の
徴
収
は
施
設
整

備
が
伴
う
た
め
難
し
い
。

　
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、
条
例

の
改
正
や
指
定
管
理
の
見
直
し
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
先
進
事
例

を
調
査
し
、
実
行
可
能
な
方
法
が

あ
る
か
検
討
し
て
い
る
。

万
葉
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
の
利
用
状
況

割
り
増
し
商
品
券

問答

問答問答

答 問

答 問

企
業
誘
致
活
動

決算

質疑
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多くの子ども達が利用している児童館

佐々木金彌委員長

―

　
児
童
数
に
対
し
児
童
館
が
狭

い
と
い
う
状
況
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
の
か
。

―

　
将
来
的
に
は
増
築
等
を
含
め

た
改
修
を
検
討
す
る
。

―

　
運
営
委
託
料
が
前
年
度
比
で

約
４
０
０
万
円
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

―

　
概
ね
児
童
30
名
に
対
し
１
名

の
職
員
を
配
置
す
る
と
い
う
基
準

の
も
と
、
こ
れ
ま
で
３
・
５
名
だ

っ
た
配
置
人
員
を
５
・
５
名
に
増

員
し
た
。

―

　
大
衡
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
金
を
約
１
０
０
０
万
円
増

額
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

―

　
将
来
的
な
社
会
福
祉
協
議
会

の
体
制
強
化
と
し
て
、
新
た
な
人

材
育
成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

職
員
を
増
員
し
た
こ
と
で
、
人
件

費
分
を
増
額
し
た
。

―

　
対
象
者
と
交
付
率
は
。

―

　
対
象
者
７
１
６
名
に
対
し
、

申
請
者
２
０
１
名
、
申
請
率
は

28
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

―

　
対
象
者
を
ど
う
把
握
し
て
い

る
の
か
。

―

　
対
象
要
件
で
あ
る
年
齢
、
介

護
認
定
、
障
害
者
手
帳
保
持
者
の

合
計
人
数
で
把
握
し
て
い
る
。

―

　
交
付
者
の
利
用
状
況
は
。

―

　
半
分
以
上
利
用
し
て
い
る
方

が
交
付
者
全
体
の
52
％
、
ま
っ
た

く
利
用
し
て
い
な
い
方
も
22
％
ほ

ど
い
る
。

―

　
中
学
校
図
書
支
援
員
に
交
通

費
が
誤
っ
て
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
に
も
教
育
委
員
会
の
事
務
処

理
ミ
ス
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
対
策
は
。

―

　
事
務
執
行
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
、
課
内
体
制
を
強
化

し
て
い
く
。

決 算 審 査
特別委員会

主 　 な 　 質 　 疑

　平成29年度各種会計決算審査のため、決算審査
特別委員会（委員長 佐々木金彌・副委員長 文屋
裕男）が６日間にわたり開かれました。
　特別委員会では、各課長などに質疑を行い、慎
重審議した結果「認定すべき」と決定し、13日の
本会議で議長に報告しました。

答 問答 問答 問答 問

答

答

問 答 問

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
券

児
童
館
の
指
定
管
理

図
書
支
援
員
へ
の

　
　交
通
費
過
払
い

社
協
へ
の
補
助
金
増
額

問
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冬期間の実施となった通学合宿

―

　
実
施
時
期
が
計
画
よ
り
大
幅

に
遅
れ
て
平
成
30
年
２
月
に
な
り
、

日
程
も
３
日
間
に
短
縮
し
た
の
は

な
ぜ
か
。

―

　
年
間
生
涯
教
育
事
業
の
進
め

方
と
職
員
の
配
置
等
の
問
題
で
、

実
施
時
期
が
遅
れ
、
日
程
も
縮
少

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
の
反
省
も
踏

ま
え
、
計
画
通
り
の
時
期
に
実
施

し
た
。

―

　
寄
附
金
が
４
１
８
件
あ
っ
た

が
、
寄
附
者
の
居
住
地
は
。

―

　
宮
城
県
内
26
名
、
東
北
（
宮

城
県
除
く
）
８
名
、
北
海
道
13
名
、

関
東
２
２
１
名
、
中
部
49
名
、
中

国
12
名
、
近
畿
58
名
、
四
国
５
名
、

九
州
26
名
で
あ
っ
た
。

―

　
５
８
６
万
円
の
寄
附
の
う
ち
、

諸
経
費
を
除
い
た
村
の
収
入
は
い

く
ら
か
。

―

　
返
礼
品
に
１
５
１
万
円
、
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
手
数
料
が
75

万
円
、
諸
経
費
で
39
万
円
ほ
ど
か

か
っ
て
お
り
、
村
の
収
入
は
約
３

２
２
万
円
と
な
る
。

―

　
指
名
競
争
の
入
札
に
お
い
て
、

辞
退
者
が
非
常
に
多
い
。
ひ
ど
い

も
の
で
は
５
者
を
指
名
し
て
４
者

が
辞
退
し
た
入
札
も
あ
っ
た
。
こ

れ
で
は
競
争
原
理
が
働
か
ず
、
談

合
す
ら
疑
わ
れ
る
。

　
指
名
願
を
提
出
し
て
い
る
以
上
、

業
者
に
も
入
札
を
受
け
る
責
任
が

あ
る
。
辞
退
が
続
く
よ
う
な
ら
業

者
選
定
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

―

　
平
成
29
年
度
は
66
件
の
事
業

で
入
札
を
執
行
し
、
う
ち
19
件
で

35
者
か
ら
入
札
辞
退
届
が
あ
っ
た
。

　
復
興
事
業
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
事
業
に
よ
る
人
手
不
足
等
で
入

札
辞
退
は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
副
村
長
を
委
員
長
と
す
る
契
約

業
者
指
名
委
員
会
で
は
実
績
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
業
者
の
入
れ

替
え
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
辞
退

理
由
を
さ
ら
に
精
査
し
て
、
業
者

指
名
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
。

問答

答 問

答 問

ふ
る
さ
と
納
税

小
学
生
通
学
合
宿

さらに

詳しく
総括質疑
答 問 ◎

入
札
辞
退
者
へ
の

指
名
見
直
し
を

文
屋 

裕
男 

委
員

認定すべきと決定
賛成８ 反対２
一般会計委員会採決

・

特別会計7会計も認定すべきと決定
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生ごみ分別作業を行う役場職員

村内工場で生産された低公害車

―

　
消
防
団
員
数
の
推
移
を
ど
う

分
析
し
て
い
る
か
。

―

　
こ
れ
ま
で
１
５
０
名
台
で
推

移
し
て
き
た
が
、
入
団
者
よ
り
退

団
者
が
多
い
た
め
、
減
少
傾
向
に

あ
る
。

　
今
年
は
８
名
の
新
規
入
団
者
が

あ
っ
た
。

―

　
か
つ
て
は
２
０
０
名
ほ
ど
の

団
員
が
い
た
こ
と
も
あ
る
。
増
員

に
向
け
て
募
集
方
法
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

―

　
広
報
や
成
人
式
等
で
加
入
促

進
を
図
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｂ
団
員
46

名
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
消
防
団

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

―

　
当
初
予
算
額
に
対
す
る
申
込

み
状
況
は
。

―

　
太
陽
光
発
電
は
予
算
額
１
０

０
０
万
円
に
対
し
、
実
績
が
１
５

９
万
円
。
低
公
害
車
は
予
算
額
１

０
０
万
円
に
対
し
、
実
績
が
26
万

円
で
あ
っ
た
。

―

　
村
内
工
場
製
品
が
優
遇
さ
れ

る
制
度
で
は
な
く
、
助
成
を
受
け

る
住
民
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
補

助
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

―

　
制
度
の
見
直
し
も
含
め
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

―

　
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
大
衡
村
役
場
で
雇
用

す
べ
き
障
害
者
は
何
名
か
。

―

　
雇
用
す
べ
き
人
数
は
各
部
局

ご
と
に
算
出
す
る
。
教
育
委
員
会

は
人
数
が
少
な
い
た
め
雇
用
枠
は

な
い
。
村
長
部
局
で
は
１
名
雇
用

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在

１
名
を
採
用
し
て
い
る
。

―

　
こ
の
事
業
は
い
つ
始
ま
っ
た

の
か
。
現
在
休
止
中
の
こ
の
事
業

に
つ
い
て
ど
う
総
括
し
て
い
る
の

か
。

―

　
平
成
23
年
度
に
開
始
し
た
。

費
用
対
効
果
が
高
い
と
は
言
い
が

た
い
が
、
環
境
面
で
の
成
果
は
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

―

　
生
ご
み
の
出
し
方
に
は
細
か

い
指
定
が
あ
り
、
住
民
や
職
員
が

分
別
に
苦
労
し
て
き
た
。
事
業
の

あ
り
方
を
検
証
す
べ
き
で
は
。

―

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
に
休

止
に
至
っ
た
経
緯
を
報
告
し
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

―

　
収
入
未
済
額
は
２
５
６
万
円

だ
が
、
収
納
率
は
平
成
28
年
度
と

比
べ
向
上
し
た
の
か
。

―

　
平
成
29
年
度
の
収
納
率
は

98
・
６
％
で
前
年
度
よ
り
若
干
向

上
し
た
。

　
長
期
滞
納
者
の
占
め
る
割
合
が

大
き
い
の
で
、
具
体
的
な
収
納
率

向
上
策
を
検
討
す
る
。

―

　
機
構
改
革
で
徴
収
対
策
室
を

設
置
し
た
。
そ
の
機
能
を
発
揮
さ

せ
、
徴
収
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

―

　
水
道
や
税
な
ど
複
数
課
に
ま

た
が
る
滞
納
者
に
対
し
、
外
部
の

ノ
ウ
ハ
ウ
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

決 算 審 査
特別委員会

住
宅
太
陽
光
発
電
・

　低
公
害
車
へ
の
助
成

問

答 問問答

答 問問答

答

問答

答答 問問答 問

住
宅
使
用
料
の
滞
納

生
ご
み
収
集
モ
デ
ル
事
業

障
害
者
の
雇
用

消

防

団

員

の

募

集
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―

　
と
き
わ
台
南
の
住
宅
建
設
に

伴
う
補
正
な
の
か
。

―

　
現
在
、
と
き
わ
台
南
で
は
80

棟
を
超
え
る
住
宅
工
事
が
着
工
し

て
い
る
。
当
初
想
定
し
て
い
た
30

棟
を
上
回
る
70
棟
が
、
年
度
内
に

補
助
金
の
交
付
対
象
に
な
る
と
判

断
し
た
。

―

　
３
者
入
札
し
て
、
最
も
金
額

が
高
い
業
者
が
落
札
し
て
い
る
が
、

総
合
評
価
の
結
果
か
。

―

　
１
者
は
最
低
制
限
価
格
を
下

回
っ
た
た
め
失
格
し
て
い
る
。
２

者
の
間
で
総
合
評
価
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
入
札
額
は
１
３
０
万
円
ほ

ど
高
か
っ
た
が
、
価
格
以
外
の
評

価
点
の
差
で
丸
か
建
設
が
落
札
者

と
な
っ
た
。

　大衡村教育委員会教育長、教育委員を選任するこ
とについて、議会の同意を求められ、無記名投票に
よる採決の結果、同意しました。
　なお、２人とも再任となります。

教育長・教育委員の選任教育長・教育委員の選任

教育委員
渡邊　　勇 氏

教育長
庄子　明宏 氏

主
な
質
疑

答
定
住
促
進
補
助
金

問

補正
予算

平成30年度

定住促進補助金を4,000万円増額
一般会計ほか６会計を補正

賛成10：反対０ 賛成９：反対１

予 算 額補 正 額会 計 別

特
別
会
計

3,068万円

1,180万円

予算の組替

2,342万円

予算の組替

208万円

6,163万円

契約目的

契約方法

契約金額

契約相手

平成30年度五反田住宅1･2号棟改修工事

条件付一般競争入札（総合評価落札方式）

1億3,273万2,000円

丸か建設株式会社

80点
6点
8点
2点
7点

103点

企業評価
技 術 者
社 会 性
地域貢献

価 格 点
総合評価の配点

合　　計

価格
以外の
評価点

一 般 会 計 44億8,947万円

5億2,465万円

3億 870万円

6億 289万円

4,050万円

5,468万円

7,503万円

任
期

庄子教育長

渡邊教育委員

H30.10.1～H33.9.30（3年）

H30.10.1～H34.9.30（4年）

国民健康保険

下 水 道

介 護 保 険

戸別合併浄化槽

後期高齢者医療

宅 地 造 成

主
な
質
疑

答 総
合
評
価
方
式
の
入
札

問

契約
締結 総合評価落札方式による一般競争入札

五反田住宅１･2号棟改修工事
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―

　
改
正
額
が
議
会
の
要
望
額
よ

り
下
回
っ
た
理
由
は
。

―

　
定
数
改
正
後
（
12
名
）
の
議

員
報
酬
総
額
が
、
現
在
（
定
数
14

名
）
の
総
額
を
超
え
な
い
よ
う
、

要
望
額
の
７
割
に
留
め
た
。

―

　
議
会
は
昨
年
11
月
に
要
望
書

を
提
出
し
た
が
、
審
議
会
開
催
は

今
年
の
７
月
で
あ
る
。
な
ぜ
期
間

が
空
い
た
の
か
。

―

　
審
議
会
を
開
催
す
る
時
期
を

つ
か
め
ず
、
期
間
が
空
い
て
し
ま

っ
た
。

遠
藤

　昌
一 

議
員

　
報
酬
が
少
な
い
と
い
う
が
、
過

去
に
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と

は
な
い
。
研
修
目
的
費
用
も
別
に

年
十
数
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
の

に
、
15
％
増
額
は
多
す
ぎ
る
。

議案提出までの経緯
◎議会活性化特別委員会
12回の審議を経て要望額をまとめる

◎執行部
額が妥当か検討し、執行部案を作成

◎特別職給料等審議会
構成委員：村長が指名した村民（5名）
執行部案による増額が妥当と答申

議会から村長へ要望書提出（H29.11）

執行部案を審議会に提出（H30.７）

　議会は活動実績に基づき21％増額を要望したが、執行部
では全国町村議会議長会の基準（村長報酬比で議長40％、
副議長33％、議員31％）に基づき15％増額を提案した。

主
な
質
疑

答 問答 問

議員
報酬 議員の報酬月額を約15％増額

特別職給料等審議会の答申に基づき

267,000円

217,000円

204,000円

306,000円

249,000円

234,000円

期　　間 定数

昭和30.4.30～平成19.4.29

平成19.4.30～平成31.4.25

平成31年4月選挙より

16名

14名

12名

議員定数の推移

議員
定数 を次回選挙から定数を　　削減

議員定数は14名　　12名

原案
可決

賛成10 反対1・

原案可決
賛成11( 全会一致 )

反
対
討
論

39,000円
（14.6％増）

32,000円
（14.7％増）

30,000円
（14.7％増）

議

　長

副
議
長

議

　員

改選後の報酬月額 現行額 増額分

９月定例会

◎議案提出者
　議会活性化特別委員会
●特別委員会に所属する11名の
委員全員による提案

２名
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一般
質問

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

 皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を考え
ているのか、是非議場で傍聴して
みませんか。

次の定例会は

１２月５日（水）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問 村政を問う

質問者一覧表

７名の議員が登壇
石　川　　　敏
・高校通学費の支援について

小　川　ひろみ
・大衡の農業の今後について
・先進安全自動車装置の購入への補助金を

文　屋　裕　男
・大衡村鳥獣被害対策実施隊の現状について

山　路　澄　雄
・放射性汚染物質（牧草）のすき込みについて、村民の十
　分な納得を得ないで事業を推進するのは何故か
・中学校テニスコートと大衡村庭球コートの今後の整備計画は

佐　藤　　　貢
・太陽光発電施設について質す
・空き家対策は進んでいるのか

佐々木　春　樹
・中心市街地整備計画は進んでいるのか

小　川　宗　寿
・独居世帯の安否確認について問う
・大衡村の都市計画について問う
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同意第 ２号　大衡村教育委員会教育長の任命について

議案第51号　 黒川地域行政事務組合規約の変更について

議案第59号　平成30年度大衡村宅地造成事業特別会計予
算の補正について

議案第53号～59号は９ページに掲載

発委第 １号　大衡村議会議員の定数を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

発委第1号は８ページに掲載

議案第53号 　平成30年度大衡村一般会計予算の補正につ
いて

認定第 １号　平成29年度大衡村一般会計歳入歳出決算認
定について

議案第55号　 平成30年度大衡村下水道事業特別会計予算
の補正について

議案第57号 　平成30年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計予算の補正について

議案第49号　 議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議案第49号は８ページに掲載

同意第 ３号　 大衡村教育委員会教育委員の任命について
同意第2号～3号は９ページに掲載

議案第50号 　大衡村企業立地促進条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第54号　 平成30年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計予算の補正について

認定第 ２号　平成29年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計歳入歳出決算認定について

認定第 ３号　平成29年度大衡村下水道事業特別会計歳入
歳出決算認定について

認定第 ４号　平成29年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計歳入歳出決算認定について

認定第 ５号　平成29年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計歳入歳出決算認定について

認定第 ７号　平成29年度大衡村宅地造成事業特別会計歳
入歳出決算認定について

認定第 ６号　平成29年度大衡村後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

議案第56号　 平成30年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計予算の補正について

議案第58号　 平成30年度大衡村後期高齢者医療特別会計
予算の補正について

議案第52号　 平成30年度五反田住宅1･2号棟改修工事の
請負契約の締結について

議案第52号は９ページに掲載

報告第 ２号　健全化判断比率並びに資金不足比率の状況に
ついて

認定第 ８号　平成29年度大衡村水道事業会計決算認定に
ついて

認定第1号～8号は２～７ページに掲載

平成30年９月定例会提出議案　23件平成30年９月定例会提出議案　23件
（同意2件、条例改正3件、補正予算7件、決算認定8件、その他3件）

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇９月定例会　採決状況表◇
細
川

　運
一

小
川
ひ
ろ
み

佐
々
木
金
彌

山
路

　澄
雄

遠
藤

　昌
一

髙
橋

　浩
之

小
川

　宗
寿

文
屋

　裕
男

佐
々
木
春
樹

早
坂

　豊
弘

佐
藤

　
　貢

石
川

　
　敏

議　　　　案
議決結果

(賛成:反対)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

○

○

○

×

無記名投票

無記名投票

無記名投票

無記名投票

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

同意第２号

同意第３号

議案第50号～59号

認定第１号

認定第２号～８号

発委第１号

議案第49号

同意(10:0)

同意( 9:1)

可決(10:0)

認定( 9:2)

認定(11:0)

可決(11:0)

可決(10:1)

○

○

○

○

○
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役場前始発の私立高校通学バス

　
本
村
中
学
校
卒
業
生
の
高
校

へ
の
進
学
状
況
を
見
る
と
、
将

来
の
目
標
や
学
力
だ
け
で
な
く
、

通
学
手
段
を
ど
う
す
る
か
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
は
公
共
交
通
バ
ス
路
線
の

多
く
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
大

衡
村
か
ら
各
高
校
へ
の
通
学
は

不
便
な
状
況
で
あ
る
。
本
村
か

ら
の
進
学
先
高
校
は
。

　
最
近
は
私
立
高
が
増
え
て
お

り
、
多
く
の
学
校
が
通
学
バ
ス

を
運
行
し
て
い
て
、
本
村
の
高

校
生
も
利
用
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
現
在
、
本
村
か

ら
の
進
学
先
は
次
の
と
お
り
。

　
高
校
教
育
に
か
か
る
費
用
と

し
て
、
授
業
料
は
公
立
・
私
立

高
校
と
も
国
費
に
よ
る
支
援
が

あ
り
軽
減
さ
れ
て
い
る
が
、
私

立
高
校
に
お
い
て
は
入
学
金
や

校
納
金
も
あ
り
、
保
護
者
負
担

は
多
額
に
な
る
。

　
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
は
か

り
、
将
来
の
大
衡
村
を
担
う
人

材
を
育
て
る
う
え
で
も
、
高
校

通
学
費
の
支
援
制
度
を
作
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
高
校
通
学
費
の
支
援
で
は
な

く
、
別
の
面
か
ら
支
援
で
き
な

い
か
教
育
委
員
会
で
も
検
討
し

て
い
る
。

　
一
部
の
高
校
生
だ
け
の
交
通

費
の
助
成
は
難
し
い
。

　
公
平
・
平
等
な
施
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
通
学
費
支
援
の
財
源
と
し
て
、

収
入
が
増
え
て
き
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
寄
付
金
」
を
充
て
る
か
、

ま
た
は
「
人
材
育
成
基
金
」
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
財
源
の
問
題
で
は
な
く
通
学

費
へ
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　
通
学
費
に
か
わ
る
高
校
生
に

平
等
に
い
き
渡
る
支
援
策
を
考

え
て
い
る
。

一般質問 村政を問う

別の支援策を考えている
高校通学費への支援を

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 
教
育
長

 

教
育
長

石川　　敏 議員

63名
13名
5名
16名
11名
20名
40名
14名
182名合　　計

公

　
　立

私
立

黒 川 高 校
富 谷 高 校
利 府 高 校
仙台方面3校
古川方面3校
そ の 他 9 校
仙台方面10校
古川方面2校
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検討されている商業施設整備計画地

　
村
と
し
て
独
居
世
帯
の
実
態

を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
の

か
。
民
生
委
員
が
日
常
生
活
を

把
握
す
る
の
は
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
を
充
実
す
べ
き
で
あ
る
。

　
村
が
区
長
や
民
生
委
員
と
情

報
を
共
有
し
、
支
援
が
必
要
な

世
帯
に
は
適
切
な
対
応
を
し
て

い
る
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
隣
り

近
所
と
の
関
わ
り
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。

　
村
が
進
め
て
い
る
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
の
現
状
を

ど
う
総
括
し
て
い
る
の
か
。
新

し
い
事
業
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
自
治
体
と
し
て
、
実
情
に
応

じ
て
「
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
」
を
充
実
さ
せ
て
い
く

事
が
大
切
で
あ
る
。
全
て
の
高

齢
者
へ
社
会
参
画
を
促
し
、
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
住

民
同
士
の
助
け
合
い
と
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
住
宅
地
に
商
店
街
を
併
設
し

商
業
系
を
充
実
さ
せ
れ
ば
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
と
き
わ
台
南
住
宅
団
地
が
早

期
に
完
売
し
た
が
、
今
後
の
宅

地
整
備
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

　
平
成
27
年
３
月
執
行
部
よ
り

示
さ
れ
た
商
業
施
設
整
備
計
画

は
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
現
在
、
工
業
団
地
内
に
万
葉

お
お
ひ
ら
館
や
コ
ン
ビ
二
が
出

店
し
て
い
る
。
国
道
沿
線
に
は

小
規
模
な
店
舗
が
点
在
し
て
い

る
が
、
商
業
施
設
集
積
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
医
療
や
福
祉
施
設
、
交
通
機

関
と
の
連
結
を
踏
ま
え
、
利
便

性
な
ど
を
考
慮
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

情報を基に把握していく
独居世帯の現況調査を急げ

小川　宗寿 議員

こ
れ
か
ら
の
大
衡
村
都
市
計
画

　
　
　
　
　
　
　を
ど
う
す
る

引
き
続
き
検
討
す
る

全世帯数

独居世帯

高齢世帯

大衡村世帯数

2,073

628

178

※H30.7時点

要 援 護
世　　帯

536
（710名）

第178号（平成30年10月25日） おおひら議会だより （12）



村猟友会の皆さん

　
大
衡
村
で
は
平
成
28
年
10
月

19
日
、
19
名
に
よ
る
被
害
対
策

実
施
隊
が
編
成
さ
れ
、
辞
令
が

交
付
さ
れ
た
。

　
実
施
隊
の
隊
員
は
一
年
間
休

む
こ
と
な
く
イ
ノ
シ
シ
と
の
格

闘
を
続
け
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
に
１
頭
を
捕
獲

し
て
か
ら
29
年
度
末
ま
で
合
計

51
頭
、
今
年
度
は
８
月
末
現
在

で
10
頭
捕
獲
し
て
い
る
。

　
実
施
隊
の
協
力
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
で
あ
る
。

　
実
施
隊
員
は
非
常
勤
特
別
職

の
職
員
で
、
消
防
団
と
同
じ
身

分
で
あ
る
。
４
月
１
日
よ
り
翌

年
３
月
31
日
ま
で
の
辞
令
を
受

け
活
動
し
て
い
る
が
、
消
防
団

と
比
較
し
て
、
報
酬
は
10
分
の

１
く
ら
い
し
か
支
払
わ
れ
て
い

な
い
現
状
で
あ
る
。

　
村
は
こ
の
状
況
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

　
数
字
を
実
際
に
示
さ
れ
て
み

る
と
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
猟

友
会
等
の
活
動
か
ら
発
展
し
て

実
施
隊
に
な
っ
た
と
思
う
が
、

妥
当
な
も
の
か
内
部
で
検
討
し

て
み
る
。

　
消
防
団
と
同
等
の
報
酬
ま
で

と
は
い
か
な
い
が
、
実
施
隊
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
苦
労
を
か

け
る
が
、
今
後
と
も
協
力
を
願

い
た
い
。

　
第
一
種
銃
猟
免
許
の
取
得
者

に
対
し
、
村
で
は
更
新
費
用
の

補
助
を
平
成
28
年
度
よ
り
行
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
一
度
も

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
人
は
い

な
い
と
聞
く
。
免
許
取
得
者
は

ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
あ
る
。

　
村
は
、
免
許
更
新
に
補
助
が

あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
し
、
申

請
方
法
を
簡
略
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
補
助
金
の
申
請
に
は
、
領
収

証
の
添
付
が
基
本
に
な
る
が
、

領
収
証
が
な
い
場
合
は
、
代
わ

り
に
支
出
証
明
書
を
添
付
す
る

方
法
も
検
討
す
る
。

　
現
在
、
銃
砲
を
持
っ
て
、
止

め
刺
し
が
で
き
る
方
は
５
名
で
、

高
齢
者
が
多
い
。
有
害
鳥
獣
対

策
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
こ

れ
か
ら
も
長
く
協
力
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
村
で
も
検
討
し
て

い
く
。

一般質問 村政を問う

実施隊の協力に感謝している
大衡村鳥獣被害対策実施隊の現状について

 

村
　長

 

村
　長

 

産
業
振
興
課
長

 

議
　員

 
議
　員

 

議
　員

文屋　裕男 議員
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ラジコンヘリによる大豆畑への農薬散布

　
本
年
産
米
の
直
接
支
払
い
交

付
金
７
５
０
０
円
が
廃
止
さ
れ
、

農
業
所
得
減
に
な
る
の
は
明
確

で
あ
る
。

　
村
は
ど
の
よ
う
に
独
自
の
支

援
を
し
て
い
く
の
か
。

　
交
付
金
の
廃
止
は
国
の
政
策

で
あ
る
。
村
と
し
て
は
農
業
所

得
の
補
償
と
い
う
観
点
で
は
な

く
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の
整

備
等
に
対
し
創
設
し
た
、
農
業

環
境
整
備
支
援
事
業
補
助
金
で

の
助
成
制
度
で
支
援
し
て
い
く
。

　
基
盤
整
備
は
ど
う
し
て
い
く

の
か
。

　
農
業
委
員
会
の
地
区
懇
談
会

に
お
い
て
も
圃
場
や
農
道
、
水

路
等
の
整
備
の
必
要
性
が
話
題

と
な
っ
て
い
る
。
整
備
に
係
る

費
用
負
担
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
。

　
現
在
、
村
内
２
地
区
で
検
討

さ
れ
て
い
る
の
で
、
県
と
連
携

し
て
推
進
し
て
い
く
。

　
草
刈
作
業
な
ど
の
軽
減
や
高

齢
者
対
策
と
し
て
、
筋
力
補
助

ス
ー
ツ
購
入
へ
の
補
助
金
を
考

え
て
は
。

　
農
地
の
管
理
、
除
草
作
業
が

大
変
で
あ
る
の
が
各
地
区
の
共

通
課
題
で
あ
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ

パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
や
ア
シ
ス
ト
パ

ワ
ー
ベ
ス
ト
等
の
導
入
も
考
え

て
い
く
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
創
設

し
、
情
報
通
信
技
術
（
Ａ
Ｉ
や

Ｉ
Ｏ
Ｔ
等
）
に
精
通
し
た
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
特
産
品
の
栽
培
か
ら
販
売
作

業
、
営
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

な
ど
行
政
と
は
違
う
柔
軟
な
見

方
や
、
地
域
活
性
化
と
移
住
・

定
住
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
草
刈
機
の
無
料
貸
し
出
し
や

ス
マ
ー
ト
農
業
に
向
け
た
取
り

組
み
を
考
え
て
は
。

　
作
業
者
の
高
齢
化
や
人
材
不

足
等
で
効
率
的
・
安
全
に
作
業

を
実
施
す
る
に
は
、
大
き
な
機

械
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

自
動
ブ
レ
ー
キ
付
き
草
刈
機
の

導
入
と
貸
し
出
し
を
検
討
し
て

い
く
。

　
現
在
、
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設

立
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
収
集

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い

る
。
今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

対
応
し
た
担
い
手
の
農
業
経
営

の
安
定
化
を
図
り
、
持
続
可
能

な
農
業
を
創
造
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

持続可能な農業を創造していく
大衡の農業の今後について

小川ひろみ 議員

※

ス
マ
ー
ト
農
業

　
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密

化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
新

し
い
農
業
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
活
用
に
よ
り
、

高
齢
就
農
者
の
労
力
軽
減
や
新
規

就
農
者
の
確
保
な
ど
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
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土砂流出が心配される太陽光発電施設

　
本
村
に
お
い
て
も
、
売
電
を

目
的
と
し
た
太
陽
光
発
電
施
設

の
建
設
が
増
え
て
き
て
い
る
。

最
近
で
は
大
型
開
発
が
進
み
、

林
地
開
発
の
発
電
施
設
は
土
砂

災
害
や
環
境
保
全
の
観
点
か
ら

も
不
安
視
す
る
声
も
あ
る
が
、

村
と
し
て
ど
こ
ま
で
指
導
・
助

言
で
き
る
の
か
。

　
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、

開
発
事
業
者
は
開
発
計
画
の
内

容
全
般
に
つ
い
て
事
前
協
議
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
村
で

は
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
問
題

が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
条

件
を
付
し
て
同
意
を
し
、
開
発

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　
以
前
、
空
き
家
問
題
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

実
態
調
査
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
空
き
家
に
該
当
す
る
建
物
は

村
内
に
約
30
件
あ
る
。
現
状
・

実
態
に
つ
い
て
は
正
確
に
は
把

握
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

今
後
詳
細
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。

　
近
い
将
来
、
ほ
ぼ
確
実
に
空

き
家
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
村
と
し
て
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
今
年
度
、
空
き
家
実
態
調
査

を
行
い
、
件
数
や
状
況
を
把
握

し
た
上
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

開
設
や
空
き
家
を
有
効
活
用
す

る
移
住
・
定
住
策
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

　
森
林
伐
採
に
よ
る
洪
水
・
土

砂
流
出
等
の
危
険
が
予
測
さ
れ

る
。
維
持
管
理
対
策
は
十
分
な

の
か
。

　
開
発
面
積
が
１
ha
を
越
え
る

場
合
は
県
と
の
協
議
が
必
要
と

な
る
。
県
の
開
発
指
導
要
綱
に

基
づ
き
、
法
面
保
護
や
排
水
対

策
を
指
導
し
、
災
害
防
止
に
努

め
て
い
る
。

　
今
後
、
事
業
者
の
都
合
な
ど

で
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
条
例
の
制
定
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
当
面
は
開
発
指
導
要

綱
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。

の
り

一般質問 村政を問う

開発指導要綱に基づき対応
太陽光発電施設について質す

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 
議
　員

佐藤　　貢 議員

空
き
家
対
策
は
進
ん
で
い
る
の
か

今
年
度
か
ら
実
態
調
査
を
行
う
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ひび割れの目立つ村民テニスコート

　
放
射
能
汚
染
牧
草
の
す
き
込

み
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
９

月
20
日
、
平
成
30
年
２
月
14
日

の
２
回
、
処
理
方
針
・
処
理
方

法
に
つ
い
て
関
係
農
家
に
説
明

が
な
さ
れ
、
内
諾
を
得
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
議
会
に
は
７

月
10
日
の
全
員
協
議
会
で
初
め

て
計
画
が
説
明
さ
れ
た
。
同
日

午
後
に
は
処
理
業
者
選
定
の
入

札
を
実
施
。
区
長
会
へ
の
説
明

は
翌
７
月
11
日
で
あ
り
、
住
民

へ
の
周
知
も
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
は
、
議
会
軽
視
・
住
民

無
視
で
は
な
い
か
。

　
デ
ー
タ
を
揃
え
て
地
権
者
の

内
諾
を
得
て
か
ら
議
会
に
報
告

し
、
区
長
会
に
説
明
す
る
こ
と

は
手
順
と
し
て
問
題
は
な
い
。

　
汚
染
牧
草
の
す
き
込
み
が
安

全
で
あ
る
と
の
デ
ー
タ
は
ど
こ

か
ら
得
た
も
の
か
。

　
村
独
自
で
す
き
込
み
後
の
デ

ー
タ
は
調
査
し
て
い
な
い
が
、

登
米
市
の
公
開
資
料
を
参
考
に

し
た
。

　
す
き
込
み
農
地
に
隣
接
す
る

地
元
農
家
、
他
市
町
か
ら
来
て

野
菜
栽
培
や
大
豆
栽
培
を
行
っ

て
い
る
隣
接
耕
作
者
に
汚
染
牧

草
の
す
き
込
み
実
施
を
個
別
に

説
明
し
た
の
か
。

　
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
中
学

校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
を
求

め
る
要
望
が
、
村
民
・
中
学
生

の
保
護
者
か
ら
強
ま
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
村
民

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
表
面
に
数
多

く
の
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
。

　
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、

コ
ー
ト
が
縦
に
並
ん
で
い
る
。

多
数
の
部
員
の
練
習
に
対
応
で

き
て
い
る
の
か
。

　
国
道
４
号
の
拡
幅
工
事
の
具

体
的
計
画
が
示
さ
れ
た
時
点
で

検
討
に
入
る
が
、
保
護
者
、
利

用
者
の
意
見
や
要
望
に
配
慮
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
住
民
の
要
望
で
は
、
こ
れ
を

機
に
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
へ
の
移

転
を
望
む
声
も
強
い
が
、
中
学

校
周
辺
に
新
し
い
コ
ー
ト
を
整

備
す
べ
き
で
あ
る
。

　
中
学
生
が
使
用
す
る
頻
度
が

高
い
の
で
あ
れ
ば
、
中
学
校
周

辺
に
移
転
整
備
す
る
の
が
ベ
タ

ー
と
考
え
て
い
る
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

産
業
振
興
課
長

 

産
業
振
興
課
長

 

議
　員

 

村
　長

 

教
育
長

データを揃えて手順に問題なし
住民軽視の汚染牧草すき込み

山路　澄雄 議員

村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
移
転
を
図
れ

候
補
地
を
３
ヶ
所
検
討
中
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　舟形町議会報モニターは、アンケート結果を広報に掲載することで、モニターには「やりがい」
を、委員には「責任」を与える上手い手法だと感じた。本村もモニター導入の検討が必要と思う。
　庄内町議会広報常任委員会では「編集発行の概要」という冊子を作成、編集方針や申し合せ事項
をまとめ、定期的に全国・県・先進市町村の研修を受けることを規定し、議会広報の質の維持に努
めている。本村でもノウハウ等の継承へ向けた取り組みが必要だと感じた。

◎調査を終えての所感・意見

◎舟形町議会報モニター

　モニターに議会広報の改善点や要望事項などのア
ンケートを実施している。アンケートを単なる参考
意見に終わらせないために、回答内容を全て議会広
報に掲載している。

◎表紙・裏表紙・記事のリンク
　表紙は人物が写った動きのあるものにする。裏表
紙には「生声ひろば」という表紙に掲載された住民
へのインタビュー企画がある。また、表紙の関連記
事を掲載することで、自然と読み進めてもらえるよ
うな工夫をしている。

◎議会解体（わかりたい）新書
　年に１回程度、見開き２ページを使用して、住民
の知りたいことや難解な行政用語を解説する企画。
丁寧な解説は住民からも好評。

議会報についての意見を述べる
議会報アンケートに回答する

　山形県でも有数の米どころ。「清川だし」と
呼ばれる強風を利用した風力発電を行っている。
　議会広報は全国最優秀賞の受賞歴あり。

　最上川と小国川の合流地点にある町。縄文の
女神と呼ばれる国宝指定の土偶が出土したこと
で有名。若鮎の名産地でもある。

モニターの声に応える

表紙から中身を読ませる 山形県　庄内町

設置根拠

選出方法

任　　期

職　　務

議長・委員が選考

１年間

定　員

報　酬

５名

２千円

舟形町議会報モニター設置要綱

行政視察　
研修報告視察年月日：平成30年8月20日～21日

広報広聴

山形県　舟形町
ふ　な　が　た

しょう　な　い

第178号（平成30年10月25日）（19） おおひら議会だより

整備推進が待たれる地区計画区域（五反田地区）

　中
心
市
街
地
整
備
計
画
は
な

か
な
か
進
捗
が
見
ら
れ
な
い
が
、

今
後
、
村
で
は
ど
の
よ
う
に
整

備
計
画
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
県
と
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

具
体
的
な
事
業
実
施
が
見
込
め

な
い
状
況
に
あ
り
、
市
街
化
編

入
が
見
送
ら
れ
た
。
計
画
の
見

直
し
も
含
め
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　地
区
計
画
区
域
の
開
発
を
ど

の
よ
う
に
誘
導
し
、
拡
大
を
図

っ
て
い
く
の
か
。

　
五
反
田
・
亀
岡
地
区
計
画
内

に
あ
る
未
利
用
地
部
分
の
整
備

計
画
区
域
拡
大
を
図
る
た
め
、

県
と
協
議
を
進
め
て
き
た
。
今

後
は
具
体
的
計
画
案
を
策
定
し
、

関
係
者
へ
説
明
し
て
い
く
。

　村
道
の
新
設
は
検
討
さ
れ
た

の
か
。

　
区
域
拡
大
を
図
っ
て
い
く
中

で
、
村
道
の
新
設
も
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
。

　区
域
外
で
の
計
画
は
あ
る
の

か
。

　
検
討
し
て
い
る
所
は
あ
る
が
、

近
隣
住
民
の
合
意
に
至
っ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。

　県
道
大
衡
仙
台
線
の
現
状
と
、

村
の
か
か
わ
り
は
。

　
県
道
大
衡
仙
台
線
建
設
促
進

協
力
会
（
会
長
大
衡
村
長
）
で
、

事
業
主
体
で
あ
る
県
に
早
期
全

線
完
成
に
向
け
強
く
要
望
を
行

っ
て
い
る
。

　
宮
床
工
区
の
工
期
が
平
成
32

年
度
に
ず
れ
込
む
見
込
み
と
の

説
明
が
あ
り
、
例
年
よ
り
時
期

を
早
め
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
立
地
企
業

と
一
体
と
な
っ
て
、
整
備
の
必

要
性
を
強
く
訴
え
て
い
く
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

具体的な計画案を策定していく
中心市街地整備計画は進んでいるのか

佐々木春樹 議員
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　かほく市は県営水道・井戸11ヶ所と水の確保が容易であり、水道は昭和31年・下水道は昭和58年
より整備が進んでいる。包括的民間委託はこういった前提のもとで実現できたと考える。
　本村では民間委設には課題も多く、検討が必要である。
　宝達志水町は教育に熱心な自治体である。国際交流事業などは子ども達のグローバルな視野を広
げ、心の教育は心の豊かさを育むものと感じた。
　学校支援ボランティアなども盛んで、町全体が子どもを育てる姿勢を実感させられた。

◎調査を終えての所感・意見

◎本村とかほく市との比較

◎性能発注方式
施設を適切に運転し、一定の性能を発揮できれ
ば「民間業者の自由裁量に任せる」方式。
コスト縮減と品質が合わせて確保できる。

◎小学校英語教育への取り組み　
　平成29年度よりＡＬＴを１名増員し、小・中学
校にそれぞれ専属させた。
　英語や異文化への理解が深まることが期待され
る。

◎青少年国際交流
　オーストラリアの小中高一貫校と交流している。
平成29年度は10名が参加、予算は450万円。
　英語による授業やホームステイを実施。
　宝達志水町側でもオーストラリアの子ども達の受
け入れを行っている。

◎かほく市　
　石川県のほぼ中央に位置する。市内の砂丘で
栽培するブドウ（ルビーロマン）が名産。

◎宝達志水町　
　かほく市の隣町。オムライス発祥の地とす
る説があり、まちおこしに活用している。

行政視察

ぼ　う　だ　つ　　し　　み　ず

水道の包括的民間委託石川県　かほく市

教育・生涯学習事業 石川県　宝達志水町

視察年月日：平成30年7月18日～20日

産業教育

給水人口

普 及 率

水　　源

水 道 料※

5,762人

98.6%

5,724円

34,804人

98.9%

3,456円
※１ヶ月当り20㎥を使用したと仮定

かほく市大衡村

大崎広域水道
100%

県営水道:31％
井　　戸:69％
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　九重町・みやき町とも、本村とはある点において条件の近しい自治体である。
　九重町は本村と同じく演習場が所在する自治体として、交付金の活用や障害防止対策、陳情等の
課題について有意義な情報交換ができた。
　みやき町は近隣に大都市が存在しており、町内の開発行為には制約が多いという点で、本村と似
通っている。みやき町が選択したＰＦＩ方式による民間資本を導入しての公営マンション建設は、
今後の住宅建設・管理のあり方にとって大変参考になると感じた。

◎調査を終えての所感・意見

◎日出生台演習場　
４市町にまたがる西日本最大（4,900ha）の演

習場。在日米軍の使用も含め、年間で330日演
習が行われている。

◎子育て支援町営マンション　
　地域優良賃貸住宅制度を活用して、子育て世
帯向けに環境のよい住宅を６棟建設している。

ひじゅうだい

研修報告研修報告行政視察

◎ＰＦＩ方式による住宅整備
　ＰＦＩ（Private Finance Initiative）方式での住宅
整備は、建設から維持管理まで、複数の企業で構
成される「特別目的会社」が受注し、町は建物の
譲渡を受ける。国の補助や家賃収入で建設費や維
持管理費をまかなうため、高い入居率を維持でき
れば町の支出はない。

◎ＮＰＯとの公民連携
　町内外を問わず、行政だけでは支援が難しい事
業をＮＰＯとの公民連携で実施している。
　住宅整備についても「全国地域ＰＦＩ協会」と
いうＮＰＯと契約して事業を進めている。

子育て町営マンション佐賀県　みやき町

演習場対策の取り組み 大分県　九重町
こ　こ　の　え

視察年月日：平成30年7月4日～6日

総務民生

◎演習場使用協定の締結　
　自衛隊西部方面総監と「演習場の使用等に関す
る協定」、九州防衛局と「米軍使用に関する協
定」を結んでいる。更新は５年に１回。
　防衛当局と演習場の使用協定を結んでいる事例
は全国で日出生台だけだという。

◎陳情における特色　
　要望の末尾に必ず「演習の将来的な縮小と廃
止」を記載し、住民は防衛施設の存在を望んでは
いないという意思を伝えている。

ひ じ ゅ う だ い

第178号（平成30年10月25日） おおひら議会だより （20）



・スクールカウンセラー・スクールソーシャル
ワーカーの設置
・心の支援員の配置（中学校）
・速やかな情報提供（国・県・各種関係機関）
・大衡村いじめ防止基本方針の策定
・いじめ問題対策連絡協議会設置条例の制定

・積極的な認知と迅速な対応
・アンケート、相談活動等の実施
・いじめ発見チェックポイント、二者面談
・別室登校による個別対応
・スクールカウンセラー等による支援
・スクールソーシャルワーカーの家庭訪問

　鳥獣被害対策実施隊の活動状況は２ヶ月間での延べ数であるが、すでに相当な人数と日数が費や
されている。イノシシの出没は村内全域の問題となっており、今後のさらなる対策が必要と考える。
　クリエートパークの遊具更新には５千万円を超える税金が投入される。議論を深める必要がある。
　学校におけるいじめ・不登校は全国的な課題となっている。スクールカウンセラー・スクールソ
ーシャルワーカーの配置や、設置根拠が明確となったいじめ問題対策連絡協議会など、本村の取り
組みが今後のいじめ・不登校防止に効果を上げることを期待する。

名　称 長さ 金　額
35m
20m
8m

2,340万円
1,980万円
680万円

※現在のローラーすべり台115mは全て撤去

ローラースライダー
チューブスライダー
カヤックスライダー

活動内容 延べ人数 活動数 活動手当

合

　
　計

30人
18人
2人
6人
5人
18人

188日
28日
5頭
6日
5日
18日

見　回　り
罠設置、撤去
止 め さ し
処　理　等
予 察 捕 獲
会議、その他

527,500円

R

◎調査を終えての所感・意見

委員会産業教育産業教育
調査年月日：平成30年８月９日

いじめ防止対策・不登校への対応

鳥獣被害対策実施隊の活動状況
（平成30年4月～6月活動実績）

クリエートパーク長寿命化工事
（ローラーすべり台の更新）

◎教育委員会における対策

◎アスレチック遊具の更新

◎学校における対策

捕獲されたイノシシ

設置予定のローラースライダー
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１）住民からの要望
「自宅付近にバス停がない」「バス停まで遠くて利
用できない」「バス停から自宅までの歩行がつら
い」との意見があった。
２）議会の動き
本会議・全員協議会等で質疑応答を重ねた。
３）栗原市当局の対応
地域内バス路線の利用状況を踏まえ、公共交通再
編には乗合デマンドタクシー導入が不可欠である
と判断した。

１）検討組織：栗原市地域公共交通活性化協議会（平成28年７月１日設置）
委員は大学教授や婦人会、運行業者、警察等で構成（21名）

２）策定経過
・平成28年12月：住民アンケート実施（３千人に配布、回収率53％）
・平成29年　1月：庁内関係課、運行事業者、高校等へのヒアリング
・平成29年　3月：地域公共交通網作成計画策定

バス停までの距離短縮、「空気バス」の解消、利用実態に合った運行を目指す
《広域路線》
基幹路線であり基本的に現状を維持する。運賃は一律100円
《市内連絡路線》
重複路線の見直しや乗り継ぎのためのダイヤ改正を実施。運賃は一律100円
《地域内路線》
乗合デマンド交通に変更。運賃は一律300円。登録料として一人当たり年額1,000円を徴収予定
運行車両は５人乗りセダン・10人乗りワゴンを想定。一般財源を充てて運用する

栗原市は10町村の合併により広大な面積を有する自治体となり、住民生活維持のための交通手段
を確保する大きな課題に直面した。
有効な対策を講じるため、住民の要望を聞き取り、行政主導で学識経験者・交通事業者等に意見
を求め、既存の広域バス路線を維持し、市内バス路線の効率化を図りながら、地域路線については
デマンド型交通を新たに整備するなど、低料金で住民本位の地域交通を模索している。
行政が指導力を発揮して住民福祉の向上に努めている姿は、大いに参考とすべきである。

総務民生
調査年月日：平成30年８月10日

予約型乗り合いデマンドタクシー
（栗原市地域公共交通再編実施計画）

Reportレポート 総務民生

◎デマンドタクシー導入の経緯

◎地域公共交通網作成計画の策定

◎地域公共交通再編実施計画（平成31年度～35年度）

◎調査を終えての所感・意見

委員会

一迫ふれあいタクシー
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衡中地区

石 川 千 展 　さん
ち　 ひろ

あ
と

 
 

が
き

　

私
は
大
衡
村
の
出
身
で
す
が
、

今
は
県
外
の
学
校
に
通
っ
て
い
て
、

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
大
衡
村
が
と
て
も
懐

か
し
く
、
休
み
の
と
き
な
ど
は
よ

く
帰
省
し
ま
す
。
そ
の
と
き
に
仙

台
・
大
衡
間
を
走
る
高
速
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、
と
て

も
便
利
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
少
し
欲
を
言
え
ば
、
バ
ス
の
本

数
が
も
っ
と
増
え
た
ら
、
も
っ
と

便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
個
人
的
に
で
す
が
、

仙
台
だ
け
で
な
く
泉
中
央
ま
で
の

交
通
手
段
も
あ
っ
た
ら
、
さ
ら
に

利
便
性
が
高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。 　

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
学
校

で
学
ん
で
い
る
分
野
に
関
係
が
あ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
小
学
校

の
英
語
の
授
業
が
必
須
と
な
る
こ

と
に
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
達
に
よ
り
英

語
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
子
ど
も
達
の
目
に
つ
く
場
所

に
英
語
標
記
を
掲
げ
る
と
い
う
こ

と
を
提
案
し
た
い
で
す
。
例
え
ば

国
道
４
号
の
地
下
道
入
口
に
“
Ｕ

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ　

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
”
等
を
書

い
た
も
の
を
貼
る
な
ど
、
子
ど
も

達
の
生
活
の
中
で
自
然
に
英
語
が

使
わ
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
衡
を
思
う

おおひら

議会だより

議
会
広
報
誌
　
お
お
ひ
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お
お
ひ
ら
野
菜
市
は
、
現
在
あ

さ
ひ
な
農
協
大
衡
支
店
を
お
借
り

し
て
、
毎
週
土
・
日
、
朝
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
の
２
日
間
開
店

し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
早
朝
に
野
菜
・
果
物
・
米
な

ど
を
出
荷
し
て
い
た
だ
き
、
安
く

て
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
中
心
に
、

不
揃
い
で
も
安
心
・
安
全
を
モ
ッ

ト
ー
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
は
、
大
衡
村
役
場
入

口
の
空
き
地
を
お
借
り
し
、
テ
ン

ト
張
り
か
ら
始
ま
っ
て
、
出
荷
物

収
集
を
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き
て
、

早
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
そ
の

甲
斐
も
あ
り
、
お
盆
と
春
秋
の
彼

岸
花
の
販
売
、
そ
し
て
12
月
の
切

り
餅
加
工
と
大
変
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

元
農
産
物
を
提
供
す
る
こ
と
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
秋
本
番
、
野
菜
、
甘
い
果

物
、
新
米
と
取
り
揃
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
下
さ
い
。
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今
年
も
異
常
気
象
が
続
き
、

猛
暑
や
西
日
本
豪
雨
、
北
海

道
地
震
、
台
風
に
よ
る
災
害

が
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
稔
り
を
喜
び
、

穏
や
か
な
日
々
で
あ
っ
て
ほ

し
い
秋
で
す
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敏
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衡
村
議
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